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１��

伊
藤　
大
輔
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

選
挙
運
営
事
務

　
②�

子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
福
祉

２��

安
東　
太
郎
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

　
①�

災
害
時
オ
ス
ト
メ
イ
ト
支
援
に
つ
い
て

　
②�

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
③�

残
骨
灰
に
つ
い
て

　
④�

選
挙
事
務
に
つ
い
て

３��

江
口　
元
気
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進

会
）
★

　
①�

ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

　
②�

根
川
緑
道
に
つ
い
て

　
③�

地
域
学
習
館
に
つ
い
て

　
④�

土
砂
災
害
防
止
法
に
つ
い
て

　
⑤�

南
口
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

４��

若
木　
早
苗
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

長
時
間
労
働
の
解
消
や
過
労
死
を
な
く
す

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
②�

教
育
行
政
に
つ
い
て

　
③�

米
軍
横
田
基
地
に
つ
い
て

　
④�

砂
川
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

５��

瀬　
順
弘
（
公
明
党
）
★

　
①�

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
②�

市
営
住
宅
に
つ
い
て

　
③�

富
士
見
町
の
道
路
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て

　
④�

文
化
芸
術
活
動
の
発
表
の
場
に
つ
い
て

６��

高
口　
靖
彦
（
公
明
党
）
★

　
①�

電
子
行
政
・
電
子
社
会
に
つ
い
て

　
②�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
暮

ら
し
や
す
い
立
川
を
つ
く
る
条
例
（
仮
称
）

制
定
に
向
け
て

　
③�

入
札
に
つ
い
て

７�

山
本
み
ち
よ
（
公
明
党
）
★

　
①�

立
川
市
の
平
和
事
業
に
つ
い
て

　
②�

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に

　
③�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
任
意
事
業

に
つ
い
て

　
④�

地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

８��

松
本　
ま
き
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

選
挙
投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
や

主
権
者
教
育
に
つ
い
て

　
②�

不
妊
治
療
助
成
金
に
つ
い
て

　
③�

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

　
④�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

９��

門
倉　
正
子
（
公
明
党
）
★

　
①�

人
生
100
年
時
代
を
見
据
え
た
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て

　
②�

高
齢
者
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

　
③�

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
④�

防
災
対
策
に
つ
い
て

10��
福
島　
正
美
（
公
明
党
）
★

　
①�
立
川
ら
し
い
特
長
あ
る
自
治
会
応
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
②�

小
児
初
期
救
急
診
療
の
拡
充
に
つ
い
て

　
③�

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
地
域
へ
の
早
急
な
配

備
に
つ
い
て

　
④�

歩
行
者
中
心
の
街
並
み
整
備
に
つ
い
て

11��

佐
藤　
寿
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

　
①�

商
工
業
者
の
現
状
に
つ
い
て

　
②�

若
葉
台
小
学
校
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
③�

砂
川
七
番
交
差
点
渋
滞
問
題
に
つ
い
て

12��

松
本
あ
き
ひ
ろ
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進

会
）

　
①�

立
３
・
１
・
３４
号
中
央
南
北
線
南
進
に
つ

い
て

　
②�

富
士
見
町
周
辺
地
域
の
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
③�

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

13��

太
田　
光
久
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　
②�

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
③�

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
④�

競
輪
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

14��

木
原　
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進

会
）
★

　
①�

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
②�

武
蔵
砂
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

15��

大
沢　
純
一
（
公
明
党
）
★

　
①�

自
殺
対
策
に
つ
い
て

　
②�

学
校
給
食
に
つ
い
て

16��

中
山
ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・
安
進
会
）

　
①�

お
い
し
く
て
・
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
に
！

　
②�

工
事
完
了
に
伴
う
検
査
に
つ
い
て

　
③�

Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
２
０
２
０
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
～
夢
を
の
せ
て

　
④�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

17��

中
町　
聡
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①
選
挙
事
務
に
つ
い
て

　
②�

立
川
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
に
つ
い
て

　
③�

都
市
計
画
道
路　

立
３
・
３
・
３０
号
線
に

つ
い
て

18��

永
元
須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

高
齢
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
に
つ

い
て

　
②�

保
育
園
や
学
童
保
育
所
の
施
策
に
つ
い
て

　
③�

市
民
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
対
応
や
福
祉
の

対
応
に
つ
い
て

19��

上
條　
彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

　
②�

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
③�

教
育
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

20��

稲
橋
ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
★

　
①�

子
育
て
・
子
育
ち
を
応
援
す
る
立
川
市
の

保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
②�

武
蔵
砂
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　
③�

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
協
働
で
す
す
め
る
た

め
に

21��

大
沢　
豊
（
緑
た
ち
か
わ
）
★

　
①�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
の
学
校
給
食

　
②�

立
川
市
の
無
縁
墓
に
つ
い
て

　
③�
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

22��
谷
山
き
ょ
う
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
★

　
①�

～
市
民
自
治
は
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
は
市
民
自
治
～
市
民
参
加
で
立
３
・
３
・

３０
沿
道
地
区
の
街
づ
く
り
を

　
②�

夜
間
中
学
と
就
学
援
助

　
③�

学
校
給
食
の
あ
り
方
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
善
の
あ
り
方
に
～
衛
生
管
理
上

の
安
全
性
に
固
執
せ
ず
、
単
独
調
理
校
の

維
持
を
。
市
民
参
加
で
１
日
も
早
い
中
学

校
完
全
給
食
を
！

　
④�（
仮
称
）
街
路
樹
更
新
計
画
の
大
ま
か
な
考

え
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

立川駅南口 58街区施設の活用は
コミュニティＦＭ放送で、地域総合情報を発信

江口　元気（たちかわ自民党・安進会）

58
街
区
の
施
設
は
、
地
上
７
階
、

地
下
１
階
建
て
の
計
画
で
、
平
成

33
年
度
後
半
の
供
用
開
始
に
向
け
、
30
年
度

末
頃
に
都
が
本
体
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。
３
階
の
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
通
じ
て
、
本
市

や
多
摩
地
域
の
観
光
、
産
業
、
子
育
て
、
市

民
活
動
、
防
災
な
ど
地
域
総
合
情
報
の
発
信

拠
点
と
し
て
活
用
し
、
１
階
に
予
定
し
て
い

る
地
域
特
産
品
等
販
売
ス
ペ
ー
ス
と
も
連
携

し
、
南
口
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
施
設
の
集
客

等
の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

都
と
の
合
築
施
設
で
あ
る
立
川
駅

南
口
の
58
街
区
事
業
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。
市
長
は
、
広
域
連
携
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
で
「
観
光
情
報
に
限
ら
ず
、
産
業
や

子
育
て
な
ど
幅
広
い
情
報
発
信
を
考
え
て
い

る
」
と
発
言
し
ま
し
た
が
、
タ
ク
ロ
ス
内
の

本
市
観
光
案
内
コ
ー
ナ
ー
や
、
都
の
東
京
観

光
情
報
セ
ン
タ
ー
多
摩
と
機
能
が
重
複
し
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
南
口
の
新
た
な
に
ぎ
わ

い
と
多
摩
の
魅
力
発
信
拠
点
と
し
て
の
施
設

３
階
の
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

利便性向上のため、共通投票所の導入を
システム開発等の状況を注視し、検討したい

伊藤　大輔（市民フォーラム）

昨
年
10
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
率
は
、
26
市
中
、
下
か
ら
３

番
目
の
51.6
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
回
よ
り
も
下
が

り
ま
し
た
。
投
票
環
境
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
た
結
果
、
投
票
率
が
向
上
し
た
自
治
体
も

あ
り
、
期
日
前
投
票
所
の
開
設
日
数
の
延
長

な
ど
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
出
か

け
る
つ
い
で
に
投
票
し
た
い
と
い
う
声
も
多

い
こ
と
か
ら
、
投
票
日
当
日
に
住
民
登
録
が

あ
れ
ば
、
指
定
投
票
所
以
外
で
も
投
票
で
き

る
共
通
投
票
所
の
導
入
を
、
商
業
施
設
な
ど

へ
の
設
置
も
含
め
提
案
し
ま
す
。

投
票
環
境
の
改
善
の
た
め
、
今
年

度
の
選
挙
よ
り
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

開
設
日
数
や
投
票
所
の
増
設
等
に
つ
い
て
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
報
告
し
相
談
し
ま
す
。

ま
た
共
通
投
票
所
は
、
二
重
投
票
を
防
ぐ
選

挙
人
名
簿
対
照
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
投
票
環
境
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
有
効
な
施
策
と
考
え
て
お
り
、
シ

ス
テ
ム
の
開
発
状
況
な
ど
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災害時のオストメイト支援を
装具保管について２法人と覚書を締結
安東　太郎（たちかわ自民党・安進会）

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
造
設
し

た
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
々
の
一
番

の
心
配
は
、
災
害
時
に
支
援
ル
ー
ト
が
確
立

す
る
ま
で
の
装
具
品
の
確
保
で
す
。
各
自
が

数
週
間
分
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
宅

が
倒
壊
し
持
ち
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
市
は
２
月
１
日
に
市
内
全
て
の

社
会
福
祉
法
人
と
「
災
害
時
に
お
け
る
災
害

活
動
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」
を
結
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
社
会
福
祉
法
人
の

施
設
で
装
具
品
の
保
管
場
所
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
な
ど
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
29
年
11
月
現
在
、
市
内
に
は

251
名
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
造
設
者
が

い
ま
す
。
今
回
締
結
し
た
協
定
の
支
援
内
容

は
、
避
難
所
と
し
て
主
に
要
配
慮
者
等
の
受

け
入
れ
な
ど
で
す
が
、
災
害
時
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
支
援
と
し
て
、
二
つ
の
法
人
と
災
害
時

用
ス
ト
マ
装
具
の
保
管
に
つ
い
て
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。
12
月
の
障
害
者
週
間
に
は
、

オ
ス
ト
ミ
ー
立
川
つ
む
ぎ
の
会
が
市
役
所
で

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
理

解
促
進
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
災
害
時
の

支
援
・
協
力
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教員と市職員の長時間労働の解消を
長時間労働の是正に取り組む

若木　早苗（日本共産党）

都
の
教
員
の
時
間
外
労
働
実
態
調

査
で
、
過
労
死
ラ
イ
ン
相
当
の
教

員
が
、
小
学
校
で
37.4
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校

で
68.2
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
実
態
を
改
善
し
、
現
場
か
ら

発
信
が
し
や
す
い
よ
う
、
勤
務
時
間
を
把
握

す
る
た
め
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
を
早
急
に

設
置
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
市
職
員
の
時
間

外
労
働
は
ど
こ
の
部
署
が
多
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
市
で
は
、
時
間
外
労
働
、
長
時
間

労
働
を
解
消
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
何
か

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

都
の
教
員
の
勤
務
実
態
調
査
結
果 

は
、
本
市
で
も
同
様
と
捉
え
憂
慮
す

べ
き
事
態
だ
と
考
え
ま
す
。
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
の
導
入
は
、
教
員
の
働
き
方
改
革
プ
ラ

ン
検
討
委
員
会
で
検
討
中
で
す
。
市
職
員
の

時
間
外
勤
務
は
福
祉
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
系
、

事
業
を
実
施
す
る
職
場
、
官
房
系
職
場
な
ど

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
平
成
29
年

６
月
に
市
長
が
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
宣
言
を
行

い
、
働
き
方
改
革
推
進
部
会
を
立
ち
上
げ
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
管
理
職
も
含
め
長
時

間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
議
長
、
副
議
長
及
び
監
査
委
員
は
、

そ
の
職
務
の
性
格
上
、
一
般
質
問
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一般質問（要旨）

市政について
問う
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